
西のアザナからの眺望
いり

平成30年度事業概要



　戦災文化財の復元については、昭和32年より事業が始まり、守礼
門、歓会門などの復元が沖縄県によって進められました。昭和52年
から琉球大学の移転開始に伴い、跡地利用計画が検討される中、第
二次沖縄振興開発計画において首里城一帯の整備が提言され、さ
らに昭和59年には沖縄県が首里城復元整備の指針となる「首里城
公園基本計画」を策定しました。
　昭和61年には首里城公園計画区域約18haのうち、城郭内約4ha
を沖縄復帰を記念する国の都市公園整備事業（国営沖縄記念公園
首里城地区）で復元整備することが閣議決定され、併せて城郭外側
の区域約14haを県営の都市公園事業（外城郭は首里城城郭等復元
整備事業（S47～H13））として整備することになりました。
　こうして、平成4年11月3日に正殿等を含む主要建物を一部開園し、
平成30年4月時点で約3.6haを開園しており、残る未開園区域につい
て復元整備を進めています。
　なお、平成12年12月に史跡「首里城跡」は「琉球王国のグスク及び関
連遺産群」のなかの一つとして「世界遺産」に登録されました。
　

黄金御殿•寄満•近習詰所、奥書院一般公開
奥書院庭園一般公開
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　貴重な国民の文化遺産を回復する目的で復元された首里城は、
新たな県民文化の創出と伝統技術の継承•発展を図り、
歴史的風土探訪の場として、整備を行っています。
　復元整備については、正殿等の復元根拠資料が存在する
18世紀以降の首里城をモデルとしています。
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沖縄県那覇市首里当蔵町

都市計画決定面積／4.7ha（開園面積3.6ha）

昭和６１年度

平成４年度

首里城公園の概要
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北城郭園路広場一般公開
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　【政治・行政空間】（表の世界）
正殿の西側の範囲で、最も中心となる儀式が執り行われる御庭を取り囲むように
奉神門や南殿・番所、北殿が建っており、政治や外交が行われた。さらに広福門や
系図座・用物座などの行政施設がありました。

　【祭祀空間】
信仰上の聖域が点在する城内で最も神聖な聖地「京の内」は、首里城発祥に関わ
る場所で、重要な御嶽 ( うたき ) が存在した。聞得大君 ( きこえおおきみ ) を中心
に神女たちが信仰や祭祀を行いました。

　【生活・儀礼空間】（内の世界）
「御内原 ( おうちばら )」と呼ばれるエリアで、国王やその家族及びそれらに仕える

多くの女官たちが生活する場所であり、王族を除いて男子禁制となっていた。ここ
は王妃を頂点とした女官組織のもと、儀礼の場として多くの建物がありました。

１

２

３

御内原完成イメージ図

１

２

首里城はその役割から、大きく３つの空間で構成されていました。

平成26

平成27

01.24 黄金御殿・寄満・近習詰所、奥書院供用。

04.01 奥書院庭園供用（0.1ha 追加）。

12.05 入園者4,000万人達成。

04.25 入園者5,000万人達成。

３

平成28 03.28 銭蔵跡、厩・係員詰所跡供用（0.3ha追加）

木造平屋建て 建築面積　約24㎡

延床面積　約23㎡棟高　約3m

美福門

平成29 03.31 北城郭園路広場供用（0.4ha追加）
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もん けい せい もん

平成30年度整備実施整備済首里城完成予想図
お   うち   ばら

ふくび もんふくび

ばらうちお

にー けー う どぅん

　首里城地区は、平成元年より復元工事に着手し、現在4.7haのうち3.6haを供用し
ています。平成30年度は平成29年度に引き続き、美福門を含む継世門・美福門エリ
ア及び南城郭エリアの工事を推進します。
　美福門は内郭城壁に建てられた門で、往時、御内原の通用門として使用されてい
ました。
　平成30年度の整備によって、御内原エリア、継世門・美福門エリア及び南城郭エリ
アの復元工事が完了し、往時、国王やその家族及びそれらに仕える女官たちの生活
や儀礼の場であった「御内原」を含む「生活・儀礼の場」が再現されることになり、往時
の雰囲気を再現したより深みのある演出が
可能となります。
　また既存施設（正殿及び二階御殿）の更新、
防災設備の整備を行います。

みなみじょう かく

もんふくび

ばらうちお けい せい もん もんふくび みなみじょう かく

ばらうちお

RC造一部木造2階建て（外観木造）
建築面積約604㎡　延床面積約991㎡   棟高約10m

石造（琉球石灰岩）あいかた積み 48.5㎡
石積内の植物 ガジュマルやクロツグ

展望デッキ 180㎡（ユニバーサル対応）

平成26.1.24

平成22.4.1

平成20.8.1

平成19.1.27

平成15.10.4

木造平屋建　建築面積約64㎡
延床面積約57㎡　棟高約5m平成26.1.24奥書院

おくしょいん

面積76㎡

面積420㎡（未公開）

平成26.4.1奥書院庭園
おくしょいんていえん

鉄骨造平屋建　建築面積約183㎡
延床面積約182㎡　棟高約3m  休憩所として整備平成28.3.28銭蔵跡

ぜにくら

んち

黄金御殿・寄満・近習詰所
く がにうど ゆい きんじゅうつめしょぅん

木造平屋建　建築面積約183㎡
延床面積約182㎡（未公開）平成29.1世誇殿

よほこりでん

鉄骨造2階建　建築面積約123㎡
延床面積約188㎡（未公開）平成29.1

平成29.8

女官居室
にょかんきょしつ

後之御庭
くしぬ　うなー
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（すいむいかん）首里杜館
(首里城公園レストセンター)

1

｢首里杜館｣は首里城公園のインフォメーショ
ンセンターであり、また情報展示と休憩施設で
す。総合案内、レストラン、売店、駐車場等があ
り、首里城を見学する前に必要な予備知識を
提供します。 開園：平成４年

4
（かんかいもん）
歓会門

別名：あまへ御門（あまえうじょう）
首里城の城郭内へ入る第一の門です。王朝
時代首里城へは中国皇帝の公式の使者｢冊
封使（さっぽうし）｣が招かれましたが、こうした
人々を歓迎するという意味でこのように名付け
られました。 復元：昭和49年

5
（りゅうひ）
龍樋

龍樋は、龍の口から湧水が湧き出していること
からそのように名付けられました。王朝時代は
王宮の飲料水として使われ、また中国からの
使者｢冊封使（さっぽうし）｣が琉球を訪れた時、
那覇港近くにあった宿舎｢天使館｣まで毎日こ
こから水を運んだといわれています。
復元：平成４年

6
（ずいせんもん）
瑞泉門

別名：ひかわ御門（ひかわうじょう）
瑞泉とは、｢立派な、めでたい泉｣という意味
です。門の手前右側にある湧水｢龍樋（りゅうひ）
」にちなんでこのように名付けられました。
復元：平成４年

11
（こうふくもん）
広福門

別名：長御門（ながうじょう）
広福とは｢福を行き渡らせる｣という意味であり
ます。王朝時代、この建物には神社仏閣を管
理する｢寺社座｣と士族の財産をめぐる争いを
調停する｢大与座（おおくみざ）｣という役所が置
かれていました。 復元：平成４年

16
（うなー）
御庭

御庭は、年間を通じて様々な儀式が行われた
広場です。御庭には磚（敷き瓦）というタイル状
のものが敷かれていますが、この色違いの列
は儀式の際に諸官が位の順に並ぶ目印の
役割をもっていました。 復元：平成４年

17
（なんでん・ばんどころ）
南殿・番所

右側が｢番所｣左側が｢南殿｣です。｢番所｣は
正殿を訪れる人々の受付や国王への取り次
ぎ等を行っていた所で、｢南殿｣は主に日本的
な儀式や薩摩藩の接待所として使用された
建物でした。 復元：平成４年

18
（しょいん・さすのま）
書院・鎖之間

書院は国王が日常の執務を行った建物であ
り、また冊封使（さっぽうし）や那覇駐在の薩摩
役人を招き、ここで接待することもありました。
鎖之間は王子などの控所であり、諸役の者た
ちを招き懇談する施設だったといわれていま
す。 復元：平成19年

13
（けいずざ・ようもつざ）
系図座・用物座

｢系図座｣は士族の家系図を管理していた役
所です。｢用物座｣は城内で使用する物品、資
材等の管理を行っていた場所でした。現在
は休憩所と情報案内所として利用されていま
す。 復元：平成12年

12
（しちゃぬうなー）
下之御庭

首里城正殿のある｢御庭｣へ入る前の広場で、
正殿前で行われる様々な儀式の控え場であ
り、また正殿の建築工事の際には資材置場等
として使用されました。現在は城内でのイベン
ト等に利用しています。 復元：平成４年

14
（すいむいうたき）
首里森御嶽

｢琉球開闢神話（りゅうきゅうかいびゃくしんわ）｣によ
れば、神が造られた聖地であるとされています。
また、城内にはここを含めて｢十嶽（とたけ）｣と呼
ばれる礼拝所があったといわれ、琉球最古の
歌謡集｢おもろさうし｣にも首里森御嶽に関す
る詩歌が多数登場します。 復元：平成９年

7
（ろうこくもん）
漏刻門

別名：かご居せ御門（かごいせうじょう）
漏刻とは、中国語で｢水時計｣という意味で、
往時は水槽が置かれ、水が漏れる量で時間を
計っていたといわれていました。また、身分の高
い役人も国王に敬意を表し、この場所で籠を
降りたということから別名｢かご居せ御門｣とも
呼ばれていました。 復元：平成４年

8
（にちえいだい）
日影台

漏刻門の正面に置かれている日時計で、漏刻
門の水時計の補助的な道具として使われて
いました。 復元：平成12年

9
（ともや）
供屋

供屋の建物用途は不明である。建物の規模や
屋根形状は配置図と絵図から想定していま
す。 復元：平成12年

2
（しゅれいもん）
守礼門

首里城の中でも代表的な門がこの守礼門で
す。正面の扁額には｢守禮之邦（しゅれいのくに）｣
と書かれており、｢琉球は礼節を重んじる国で
ある｣という意味です。 復元：昭和33年

10

この鐘は｢万国津梁の鐘｣と名付けられ｢琉球
は南海の美しい国であり、朝鮮、中国、日本と
の間にあって、船を万国の架け橋とし貿易に
よって栄える国である｣ということを示す銘文が
刻まれています。 復元：平成12年

（ばんこくしんりょうのかね）
万国津梁の鐘

沖縄県施設

3
（そのひゃんうたきいしもん）
園比屋武御嶽石門

国王が外出する際、旅の安全を祈願した礼
拝所です。琉球石造建造物の代表的なもの
で、沖縄戦で一部破壊され1957年に復元さ
れました。また平成12年に世界遺産に登録さ
れました。 復元：昭和32年

15
（ほうしんもん）
奉神門

別名：君誇御門（きみほこりうじょう）
奉神門は｢神をうやまう門｣という意味で、首里
城正殿のある｢御庭｣へ入る最後の門です。
王朝時代、北側は薬類・茶・煙草等の出
納を取り扱う｢納殿（なでん）｣、南側は｢君誇（き
みほこり）｣で城内の儀式の時などに使われまし
た。 復元：平成４年

19
（しょいん・さすのまていえん）
書院・鎖之間庭園

沖縄県内のグスクの中で、史実として確認さ
れた唯一の庭園です。平成14年度から発掘調
査や絵図資料の分析や緻密な工事監修を経
て、平成20年の８月から一般公開しています。
平成21年７月国の名勝に指定されました。
復元：平成20年

近習詰所近習詰所

20
（きんじゅうつめしょ）
近習詰所

24
（ゆいんち）
寄満

28
（うえきもん）
右掖門

32
（いりのあざな）
西のアザナ 33

（こびきもん）
木曳門 34

（けいせいもん）
継世門

25
（せいでん）
正殿 26

（ほくでん）
北殿

21
（おくしょいん）
奥書院 22

（おくしょいんていえん）
奥書院庭園

29
（すんがーガー）
寒水川川 30

（きゅうけいもん）
久慶門

36
（うまや・かかりいんつめしょあと）
厩・係員詰所跡

表（行政）空間と御内原（おうちばら）空間を結ぶ
建物で、南殿、黄金御殿と２階部分で連結し、
内部には鈴引きと呼ばれる部屋がありました。
用事の際、鈴が鳴らされ取次役が用件を受け
ました。現在は、休憩スペースとして供用して
います。 復元：平成26年

寒水川は瑞泉門前の龍樋とならんで首里城
内の重要な水源でした。龍樋が冊封使（さっぽう
し）の飲料水として使われていたのに対し、寒
水川の往時の使われ方の記録は残されてい
ませんが、生活用水のほかに防火用水として
も利用されたといわれています。

正殿は首里城の中心的な建物です。木造三
階建で一階の｢下庫理（しちゃぐい）｣は主に国
王自ら政治や儀式を執り行う場、二階の｢大庫
理（うふぐい）｣は国王と親族、女官らが儀式を行
う場でした。三階は通気のために設けられた屋
根裏部屋です。 復元：平成４年

王府の中央行政庁として、日常は大勢の官人
が出入りし、首里城の中で最も活気のある館
でした。中国の使者｢冊封使（さっぽうし）｣を接
待する場所としても使用され、またペリー提督
が首里城を訪れた時もこの北殿で歓迎の宴
が催されました。 復元：平成４年

国王が執務の合間に休息したプライベートな
庭園です。発掘調査で、庭園の主景となる鍾
乳石が出土し、この鍾乳石（欠損部分を修復）
を中心に、首里城内で出土した石や県内から
収集した石を利用して、古絵図及び古写真を
基に復元しました。復元：平成26年

厩では遺構の規模から３頭～５頭程度の馬が
飼われていたと考えられており、また係員詰所
では、銭蔵及び厩の看守と城内を２４時間監
視する監守が詰めていたと考えられています
が、いずれも詳細は不明です。建物を復元でき
る程の資料が確認されていないため、建物の
輪郭のみを平面的に表示しています。
復元：平成28年

国王とその家族の日常の食事を調理した所
で、建物の東端に御内原へ出入りする中門
があります。現在は、２階は展示物の収蔵庫、
１階は多目的室として供用しています。
復元：平成26年

別名：寄内御門（よすふぃちうじょう）
歓会門、久慶門、淑順門へと通じる門で、御内
原への通用門として使用していました。
復元：平成12年

城郭の西側に築かれた見晴らしのよい物見台
が西のアザナです。往時はここに旗を立て鐘
を備えて城下に時を知らせていました。この
場所からは、慶良間諸島や那覇の町並みが
一望できます。 復元：平成12年

この門は首里城の修復工事の時、資材の搬
入口として使用された門です。普段は石積に
よって封鎖されていました。現在は見学ルー
トの一部として利用しています。
復元：平成４年

別名：すえつぎ御門（すえつぎうじょう）
首里城の東側にある通用門です。国王が亡く
なると世継ぎの王子が、この門を通って城内
に入り世誇殿（よほこりでん）で王位継承した事
からこの名前が付けられました。
復元：平成10年

別名：ほこり御門（ほこりうじょう）
歓会門が正門であるのに対し、ここは通用門
で主に女性が利用していたといわれています。
また、国王が寺院を参詣したり、浦添から以北
の地方へ行幸する時にこの門を使用しました。
復元：昭和58年

国王が執務の合間に休息した建物であり、建
物の南側には庭園があります。現在は、休憩や
庭園が観賞できるよう供用しています。
復元：平成26年

黄金御殿黄金御殿

23
（くがにうどぅん）
黄金御殿

国王や王妃・王母のプライベートゾーンといえ
る建物で、２階部分で正殿・二階御殿・近習
詰所とつながっています。２階には居間や寝
室、庭園がありました。１階には左掖門(さえきも
ん)（俗称：暗（くら）シン（しん）御門（うじょう））があ
ります。現在は、特別展示室として供用していま
す。 復元：平成26年

27
（しゅくじゅんもん）
淑順門

31
（きょうのうち）
京の内

首里城発祥の地ともいわれる聖域で、城内最
大の祭祀空間でした。ここでは、聞得大君（きこ
えおおきみ）や三平等（みひら）の大あむしられと呼
ばる首里の神女たちによって王家繁栄、航海
安全、五穀豊穣などが祈られました。
復元：平成15年

35
（ぜにくらあと）
銭蔵跡

主に酒（泡盛）、油類及び城内で日用的に使
用していたお金などを保管管理していた建物
で、高床風の２階建ての造りであったと想定さ
れています。建物を復元できる程の資料が確
認されていないため、建物の輪郭を平面的に
表示し、高床造下層の構造を模したパーゴラ
形式の休憩施設を整備しました。
復元：平成28年38

（よほこりでん）
世誇殿

平常は王女の居室として使われていました。ま
た、国王が死去した際に世子を新しい国王と
するための、即位の儀式を行う特別な建物で
もありました。創建年は不明です。
復元：平成29年

37
（にょかんきょしつ）
女官居室

別名：みもの御門（みものうじょう）
　　　うなか御門（うなかうじょう）
“淑順”は「清く深くよりそう」の義と
されており、国王やその家族が暮らす御
内原（おうちばら）と呼ばれる場所への
門として、使用されていました。
復元：平成22年

女官居室は、御内原で奉公する女官達の
日常の生活の場であったと考えられてい
ます。
復元：平成29年
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（すいむいかん）首里杜館
(首里城公園レストセンター)

1

｢首里杜館｣は首里城公園のインフォメーショ
ンセンターであり、また情報展示と休憩施設で
す。総合案内、レストラン、売店、駐車場等があ
り、首里城を見学する前に必要な予備知識を
提供します。 開園：平成４年

4
（かんかいもん）
歓会門

別名：あまへ御門（あまえうじょう）
首里城の城郭内へ入る第一の門です。王朝
時代首里城へは中国皇帝の公式の使者｢冊
封使（さっぽうし）｣が招かれましたが、こうした
人々を歓迎するという意味でこのように名付け
られました。 復元：昭和49年

5
（りゅうひ）
龍樋

龍樋は、龍の口から湧水が湧き出していること
からそのように名付けられました。王朝時代は
王宮の飲料水として使われ、また中国からの
使者｢冊封使（さっぽうし）｣が琉球を訪れた時、
那覇港近くにあった宿舎｢天使館｣まで毎日こ
こから水を運んだといわれています。
復元：平成４年

6
（ずいせんもん）
瑞泉門

別名：ひかわ御門（ひかわうじょう）
瑞泉とは、｢立派な、めでたい泉｣という意味
です。門の手前右側にある湧水｢龍樋（りゅうひ）
」にちなんでこのように名付けられました。
復元：平成４年

11
（こうふくもん）
広福門

別名：長御門（ながうじょう）
広福とは｢福を行き渡らせる｣という意味であり
ます。王朝時代、この建物には神社仏閣を管
理する｢寺社座｣と士族の財産をめぐる争いを
調停する｢大与座（おおくみざ）｣という役所が置
かれていました。 復元：平成４年

16
（うなー）
御庭

御庭は、年間を通じて様々な儀式が行われた
広場です。御庭には磚（敷き瓦）というタイル状
のものが敷かれていますが、この色違いの列
は儀式の際に諸官が位の順に並ぶ目印の
役割をもっていました。 復元：平成４年

17
（なんでん・ばんどころ）
南殿・番所

右側が｢番所｣左側が｢南殿｣です。｢番所｣は
正殿を訪れる人々の受付や国王への取り次
ぎ等を行っていた所で、｢南殿｣は主に日本的
な儀式や薩摩藩の接待所として使用された
建物でした。 復元：平成４年

18
（しょいん・さすのま）
書院・鎖之間

書院は国王が日常の執務を行った建物であ
り、また冊封使（さっぽうし）や那覇駐在の薩摩
役人を招き、ここで接待することもありました。
鎖之間は王子などの控所であり、諸役の者た
ちを招き懇談する施設だったといわれていま
す。 復元：平成19年

13
（けいずざ・ようもつざ）
系図座・用物座

｢系図座｣は士族の家系図を管理していた役
所です。｢用物座｣は城内で使用する物品、資
材等の管理を行っていた場所でした。現在
は休憩所と情報案内所として利用されていま
す。 復元：平成12年

12
（しちゃぬうなー）
下之御庭

首里城正殿のある｢御庭｣へ入る前の広場で、
正殿前で行われる様々な儀式の控え場であ
り、また正殿の建築工事の際には資材置場等
として使用されました。現在は城内でのイベン
ト等に利用しています。 復元：平成４年

14
（すいむいうたき）
首里森御嶽

｢琉球開闢神話（りゅうきゅうかいびゃくしんわ）｣によ
れば、神が造られた聖地であるとされています。
また、城内にはここを含めて｢十嶽（とたけ）｣と呼
ばれる礼拝所があったといわれ、琉球最古の
歌謡集｢おもろさうし｣にも首里森御嶽に関す
る詩歌が多数登場します。 復元：平成９年

7
（ろうこくもん）
漏刻門

別名：かご居せ御門（かごいせうじょう）
漏刻とは、中国語で｢水時計｣という意味で、
往時は水槽が置かれ、水が漏れる量で時間を
計っていたといわれていました。また、身分の高
い役人も国王に敬意を表し、この場所で籠を
降りたということから別名｢かご居せ御門｣とも
呼ばれていました。 復元：平成４年

8
（にちえいだい）
日影台

漏刻門の正面に置かれている日時計で、漏刻
門の水時計の補助的な道具として使われて
いました。 復元：平成12年

9
（ともや）
供屋

供屋の建物用途は不明である。建物の規模や
屋根形状は配置図と絵図から想定していま
す。 復元：平成12年

2
（しゅれいもん）
守礼門

首里城の中でも代表的な門がこの守礼門で
す。正面の扁額には｢守禮之邦（しゅれいのくに）｣
と書かれており、｢琉球は礼節を重んじる国で
ある｣という意味です。 復元：昭和33年

10

この鐘は｢万国津梁の鐘｣と名付けられ｢琉球
は南海の美しい国であり、朝鮮、中国、日本と
の間にあって、船を万国の架け橋とし貿易に
よって栄える国である｣ということを示す銘文が
刻まれています。 復元：平成12年

（ばんこくしんりょうのかね）
万国津梁の鐘

沖縄県施設

3
（そのひゃんうたきいしもん）
園比屋武御嶽石門

国王が外出する際、旅の安全を祈願した礼
拝所です。琉球石造建造物の代表的なもの
で、沖縄戦で一部破壊され1957年に復元さ
れました。また平成12年に世界遺産に登録さ
れました。 復元：昭和32年

15
（ほうしんもん）
奉神門

別名：君誇御門（きみほこりうじょう）
奉神門は｢神をうやまう門｣という意味で、首里
城正殿のある｢御庭｣へ入る最後の門です。
王朝時代、北側は薬類・茶・煙草等の出
納を取り扱う｢納殿（なでん）｣、南側は｢君誇（き
みほこり）｣で城内の儀式の時などに使われまし
た。 復元：平成４年

19
（しょいん・さすのまていえん）
書院・鎖之間庭園

沖縄県内のグスクの中で、史実として確認さ
れた唯一の庭園です。平成14年度から発掘調
査や絵図資料の分析や緻密な工事監修を経
て、平成20年の８月から一般公開しています。
平成21年７月国の名勝に指定されました。
復元：平成20年

近習詰所近習詰所

20
（きんじゅうつめしょ）
近習詰所

24
（ゆいんち）
寄満

28
（うえきもん）
右掖門

32
（いりのあざな）
西のアザナ 33

（こびきもん）
木曳門 34

（けいせいもん）
継世門

25
（せいでん）
正殿 26

（ほくでん）
北殿

21
（おくしょいん）
奥書院 22

（おくしょいんていえん）
奥書院庭園

29
（すんがーガー）
寒水川川 30

（きゅうけいもん）
久慶門

36
（うまや・かかりいんつめしょあと）
厩・係員詰所跡

表（行政）空間と御内原（おうちばら）空間を結ぶ
建物で、南殿、黄金御殿と２階部分で連結し、
内部には鈴引きと呼ばれる部屋がありました。
用事の際、鈴が鳴らされ取次役が用件を受け
ました。現在は、休憩スペースとして供用して
います。 復元：平成26年

寒水川は瑞泉門前の龍樋とならんで首里城
内の重要な水源でした。龍樋が冊封使（さっぽう
し）の飲料水として使われていたのに対し、寒
水川の往時の使われ方の記録は残されてい
ませんが、生活用水のほかに防火用水として
も利用されたといわれています。

正殿は首里城の中心的な建物です。木造三
階建で一階の｢下庫理（しちゃぐい）｣は主に国
王自ら政治や儀式を執り行う場、二階の｢大庫
理（うふぐい）｣は国王と親族、女官らが儀式を行
う場でした。三階は通気のために設けられた屋
根裏部屋です。 復元：平成４年

王府の中央行政庁として、日常は大勢の官人
が出入りし、首里城の中で最も活気のある館
でした。中国の使者｢冊封使（さっぽうし）｣を接
待する場所としても使用され、またペリー提督
が首里城を訪れた時もこの北殿で歓迎の宴
が催されました。 復元：平成４年

国王が執務の合間に休息したプライベートな
庭園です。発掘調査で、庭園の主景となる鍾
乳石が出土し、この鍾乳石（欠損部分を修復）
を中心に、首里城内で出土した石や県内から
収集した石を利用して、古絵図及び古写真を
基に復元しました。復元：平成26年

厩では遺構の規模から３頭～５頭程度の馬が
飼われていたと考えられており、また係員詰所
では、銭蔵及び厩の看守と城内を２４時間監
視する監守が詰めていたと考えられています
が、いずれも詳細は不明です。建物を復元でき
る程の資料が確認されていないため、建物の
輪郭のみを平面的に表示しています。
復元：平成28年

国王とその家族の日常の食事を調理した所
で、建物の東端に御内原へ出入りする中門
があります。現在は、２階は展示物の収蔵庫、
１階は多目的室として供用しています。
復元：平成26年

別名：寄内御門（よすふぃちうじょう）
歓会門、久慶門、淑順門へと通じる門で、御内
原への通用門として使用していました。
復元：平成12年

城郭の西側に築かれた見晴らしのよい物見台
が西のアザナです。往時はここに旗を立て鐘
を備えて城下に時を知らせていました。この
場所からは、慶良間諸島や那覇の町並みが
一望できます。 復元：平成12年

この門は首里城の修復工事の時、資材の搬
入口として使用された門です。普段は石積に
よって封鎖されていました。現在は見学ルー
トの一部として利用しています。
復元：平成４年

別名：すえつぎ御門（すえつぎうじょう）
首里城の東側にある通用門です。国王が亡く
なると世継ぎの王子が、この門を通って城内
に入り世誇殿（よほこりでん）で王位継承した事
からこの名前が付けられました。
復元：平成10年

別名：ほこり御門（ほこりうじょう）
歓会門が正門であるのに対し、ここは通用門
で主に女性が利用していたといわれています。
また、国王が寺院を参詣したり、浦添から以北
の地方へ行幸する時にこの門を使用しました。
復元：昭和58年

国王が執務の合間に休息した建物であり、建
物の南側には庭園があります。現在は、休憩や
庭園が観賞できるよう供用しています。
復元：平成26年

黄金御殿黄金御殿

23
（くがにうどぅん）
黄金御殿

国王や王妃・王母のプライベートゾーンといえ
る建物で、２階部分で正殿・二階御殿・近習
詰所とつながっています。２階には居間や寝
室、庭園がありました。１階には左掖門(さえきも
ん)（俗称：暗（くら）シン（しん）御門（うじょう））があ
ります。現在は、特別展示室として供用していま
す。 復元：平成26年

27
（しゅくじゅんもん）
淑順門

31
（きょうのうち）
京の内

首里城発祥の地ともいわれる聖域で、城内最
大の祭祀空間でした。ここでは、聞得大君（きこ
えおおきみ）や三平等（みひら）の大あむしられと呼
ばる首里の神女たちによって王家繁栄、航海
安全、五穀豊穣などが祈られました。
復元：平成15年

35
（ぜにくらあと）
銭蔵跡

主に酒（泡盛）、油類及び城内で日用的に使
用していたお金などを保管管理していた建物
で、高床風の２階建ての造りであったと想定さ
れています。建物を復元できる程の資料が確
認されていないため、建物の輪郭を平面的に
表示し、高床造下層の構造を模したパーゴラ
形式の休憩施設を整備しました。
復元：平成28年38

（よほこりでん）
世誇殿

平常は王女の居室として使われていました。ま
た、国王が死去した際に世子を新しい国王と
するための、即位の儀式を行う特別な建物で
もありました。創建年は不明です。
復元：平成29年

37
（にょかんきょしつ）
女官居室

別名：みもの御門（みものうじょう）
　　　うなか御門（うなかうじょう）
“淑順”は「清く深くよりそう」の義と
されており、国王やその家族が暮らす御
内原（おうちばら）と呼ばれる場所への
門として、使用されていました。
復元：平成22年

女官居室は、御内原で奉公する女官達の
日常の生活の場であったと考えられてい
ます。
復元：平成29年

歓会門歓会門 久慶門久慶門

瑞泉門瑞泉門 漏刻門漏刻門

京の内京の内

首里森御嶽首里森御嶽

御庭御庭

継世門継世門

白銀門白銀門
後之御庭後之御庭

広福門広福門

奉神門奉神門

日影台日影台
供屋供屋

北殿北殿 西之廊下

右掖門右掖門

淑順門淑順門

正殿正殿

南之廊下

番所番所 南殿南殿

鎖之間鎖之間

系図座・用物座系図座・用物座

二階御殿１階二階御殿１階

二階御殿２階二階御殿２階

寄満寄満
黄金御殿黄金御殿

美福門

金蔵跡
女官居室

世添殿跡

世誇殿

係員詰所跡

銭蔵跡

書院書院

沖縄県首里旧城図（※明治初期）に加筆
※那覇市歴史博物館提供

近習詰所近習詰所

奥書院奥書院

赤字　： 整備中・予定

黒字　： 整備済

タイプ　　　  大分類　　　　　　　　　　　　　　　　　       定義

復元タイプの凡例復元タイプの凡例

特Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

復元

復元

準復元

外観復元

外観想定復元

外観再現

平面表示

遺構、図面、古写真、配置図、事例、聞き取りの成果等の根拠資料に基づいて、往時の
材料・工法でより精度を上げて内外部とも復元した建築物。

遺構、古写真、配置図、事例、聞き取り等の根拠資料に基づいて、往時の材料・工法で
内外部とも復元した建築物。

遺構、古写真（内部写真含む）、配置図、事例、聞き取り等の根拠資料に基づいて、往
時の材料・工法で内外部とも復元した建築物。間取りについては、一部想定している。

往時の間取りは不明であるが、遺構、古写真、配置図、事例等の根拠資料に基づいて
外部を復元し、内部は公園機能を重視した建築物。

建物を写した古写真は確認されていない。遺構や配置図、古絵図、事例に基づいて
外部を想定復元し、内部は公園機能を重視した建築物。

建物の位置や規模等を確認できる遺構や古写真はない。配置図、古絵図、事例に基
づいて外部を再現し、内部は公園機能を重視した建築物。

建物の位置や規模等を確認できる遺構や古写真はなく、配置図と古絵図等で建物の
雰囲気がわかる程度。建物の輪郭のみを平面的に表示。

建物復元タイプ

御内原エリア（全景）

39
（くしぬうなー）
後之御庭

43
（しんびょうでん）
寝廟殿 44

（あがりのあざな）
東のアザナ 45

（にーけーうどぅん）
二階御殿

40
（よそえでんあと）
世添殿跡 41

（かねぐらあと）
金蔵跡 42

（はくぎんもん）
白銀門

46
（びふくもん）
美福門　※整備中

後之御庭は首里城正殿前の広場（御庭）に
対して後ろの広場という意味です。往時
の後之御庭は一面にサンゴ砂利が敷かれ
ており、正殿裏での祭祀・儀礼のための
広場及び生活の場でもあったと考えられ
ています。
復元：平成29年

寝廟殿はかつて国王が死去した際に霊柩
を安置した殿として使用されていました。建
物を復元できるほどの資料が確認されて
いないため、建物の輪郭のみを平面的に
表示しています。
復元：平成10年

城郭の東側に築かれた物見台です。城内
で最も高く、往時は西（いり）のアザナ
及び漏刻門（ろうこくもん）と同様に城
下に時を知らせる役割もありました。
復元：平成10年

二階御殿は、国王の日常的な居室として
使われていました。地形にあわせて北側
は2階建、南側は平屋建になっており、2
階内部は床の間や違棚のある書院風の造
りになっています。
復元：平成12年

“美福”とは「勢いが備わる」や「うる
わしい神聖な垣内」の意味があります。
美福門は、内郭に建てられた門で継世門
（けいせいもん）が建てられる前までは
、美福門が首里城の正門であったとする
説もあります。

世添殿は御内原（おうちばら）を所管し
ていた所で、王夫人（側室）の住居でも
ありました。建物を復元できるほどの資
料が確認されていない為、建物の輪郭の
みを平面的に表示しています。
復元：平成29年

主に宝物を保管管理していた建物があり
ましたが、建物を復元できるほどの資料
が確認されていないため、蔵の壁面を立
ち上げ、立体的に示しています。
復元：平成29年

東のアザナの下方に設けられた門で、別
名「しろがね御門（うじょう）」と称さ
れています。白銀門と東のアザナの間に
は寝廟殿があり、白銀門は寝廟殿へ詣で
る国王と女官専用の門であると考えられ
ています。
復元：平成11年

　【政治・行政空間】（表の世界）
正殿の西側の範囲で、最も中心となる儀式が執り行われる御庭を取り囲むように
奉神門や南殿・番所、北殿が建っており、政治や外交が行われた。さらに広福門や
系図座・用物座などの行政施設がありました。

　【祭祀空間】
信仰上の聖域が点在する城内で最も神聖な聖地「京の内」は、首里城発祥に関わ
る場所で、重要な御嶽 (うたき ) が存在した。聞得大君 ( きこえおおきみ ) を中心
に神女たちが信仰や祭祀を行いました。

　【生活・儀礼空間】（内の世界）
「御内原 ( おうちばら )」と呼ばれるエリアで、国王やその家族及びそれらに仕える
多くの女官たちが生活する場所であり、王族を除いて男子禁制となっていた。ここ
は王妃を頂点とした女官組織のもと、儀礼の場として多くの建物がありました。

１

２

３

御内原完成イメージ図

１

２

首里城はその役割から、大きく３つの空間で構成されていました。

平成26

平成27

01.24 黄金御殿・寄満・近習詰所、奥書院供用。

04.01 奥書院庭園供用（0.1ha 追加）。

12.05 入園者4,000万人達成。

04.25 入園者5,000万人達成。

３

平成28 03.28 銭蔵跡、厩・係員詰所跡供用（0.3ha追加）

木造平屋建て 建築面積　約24㎡

延床面積　約23㎡棟高　約3m

美福門

平成29 03.31 北城郭園路広場供用（0.4ha追加）

30

　
 

もん けい せい もん

平成30年度整備実施整備済首里城完成予想図
お   うち   ばら

ふくび もんふくび

ばらうちお

にー けー う どぅん

　首里城地区は、平成元年より復元工事に着手し、現在4.7haのうち3.6haを供用し
ています。平成30年度は平成29年度に引き続き、美福門を含む継世門・美福門エリ
ア及び南城郭エリアの工事を推進します。
　美福門は内郭城壁に建てられた門で、往時、御内原の通用門として使用されてい
ました。
　平成30年度の整備によって、御内原エリア、継世門・美福門エリア及び南城郭エリ
アの復元工事が完了し、往時、国王やその家族及びそれらに仕える女官たちの生活
や儀礼の場であった「御内原」を含む「生活・儀礼の場」が再現されることになり、往時
の雰囲気を再現したより深みのある演出が
可能となります。
　また既存施設（正殿及び二階御殿）の更新、
防災設備の整備を行います。

みなみじょうかく

もんふくび

ばらうちお けい せい もん もんふくび みなみじょうかく

ばらうちお

RC造一部木造2階建て（外観木造）
建築面積約604㎡　延床面積約991㎡   棟高約10m

石造（琉球石灰岩）あいかた積み 48.5㎡
石積内の植物 ガジュマルやクロツグ

展望デッキ 180㎡（ユニバーサル対応）

平成26.1.24

平成22.4.1

平成20.8.1

平成19.1.27

平成15.10.4

木造平屋建　建築面積約64㎡
延床面積約57㎡　棟高約5m平成26.1.24奥書院

おくしょいん

面積76㎡

面積420㎡（未公開）

平成26.4.1奥書院庭園
おくしょいんていえん

鉄骨造平屋建　建築面積約183㎡
延床面積約182㎡　棟高約3m  休憩所として整備平成28.3.28銭蔵跡

ぜにくら

んち

黄金御殿・寄満・近習詰所
く がにうど ゆい きんじゅうつめしょぅん

木造平屋建　建築面積約183㎡
延床面積約182㎡（未公開）平成29.1世誇殿

よほこりでん

鉄骨造2階建　建築面積約123㎡
延床面積約188㎡（未公開）平成29.1

平成29.8

女官居室
にょかんきょしつ

後之御庭
くしぬ　うなー



歓会門歓会門 久慶門久慶門

瑞泉門瑞泉門 漏刻門漏刻門

京の内京の内

首里森御嶽首里森御嶽

御庭御庭

継世門継世門

白銀門白銀門
後之御庭後之御庭

広福門広福門

奉神門奉神門

日影台日影台
供屋供屋

北殿北殿 西之廊下

右掖門右掖門

淑順門淑順門

正殿正殿

南之廊下

番所番所 南殿南殿

鎖之間鎖之間

系図座・用物座系図座・用物座

二階御殿１階二階御殿１階

二階御殿２階二階御殿２階

寄満寄満
黄金御殿黄金御殿

美福門

金蔵跡
女官居室

世添殿跡

世誇殿

係員詰所跡

銭蔵跡

書院書院

沖縄県首里旧城図（※明治初期）に加筆
※那覇市歴史博物館提供

近習詰所近習詰所

奥書院奥書院

赤字　： 整備中・予定

黒字　： 整備済

タイプ　　　  大分類　　　　　　　　　　　　　　　　　       定義

復元タイプの凡例復元タイプの凡例

特Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

復元

復元

準復元

外観復元

外観想定復元

外観再現

平面表示

遺構、図面、古写真、配置図、事例、聞き取りの成果等の根拠資料に基づいて、往時の
材料・工法でより精度を上げて内外部とも復元した建築物。

遺構、古写真、配置図、事例、聞き取り等の根拠資料に基づいて、往時の材料・工法で
内外部とも復元した建築物。

遺構、古写真（内部写真含む）、配置図、事例、聞き取り等の根拠資料に基づいて、往
時の材料・工法で内外部とも復元した建築物。間取りについては、一部想定している。

往時の間取りは不明であるが、遺構、古写真、配置図、事例等の根拠資料に基づいて
外部を復元し、内部は公園機能を重視した建築物。

建物を写した古写真は確認されていない。遺構や配置図、古絵図、事例に基づいて
外部を想定復元し、内部は公園機能を重視した建築物。

建物の位置や規模等を確認できる遺構や古写真はない。配置図、古絵図、事例に基
づいて外部を再現し、内部は公園機能を重視した建築物。

建物の位置や規模等を確認できる遺構や古写真はなく、配置図と古絵図等で建物の
雰囲気がわかる程度。建物の輪郭のみを平面的に表示。

建物復元タイプ

御内原エリア（全景）

39
（くしぬうなー）
後之御庭

43
（しんびょうでん）
寝廟殿 44

（あがりのあざな）
東のアザナ 45

（にーけーうどぅん）
二階御殿

40
（よそえでんあと）
世添殿跡 41

（かねぐらあと）
金蔵跡 42

（はくぎんもん）
白銀門

46
（びふくもん）
美福門　※整備中

後之御庭は首里城正殿前の広場（御庭）に
対して後ろの広場という意味です。往時
の後之御庭は一面にサンゴ砂利が敷かれ
ており、正殿裏での祭祀・儀礼のための
広場及び生活の場でもあったと考えられ
ています。
復元：平成29年

寝廟殿はかつて国王が死去した際に霊柩
を安置した殿として使用されていました。建
物を復元できるほどの資料が確認されて
いないため、建物の輪郭のみを平面的に
表示しています。
復元：平成10年

城郭の東側に築かれた物見台です。城内
で最も高く、往時は西（いり）のアザナ
及び漏刻門（ろうこくもん）と同様に城
下に時を知らせる役割もありました。
復元：平成10年

二階御殿は、国王の日常的な居室として
使われていました。地形にあわせて北側
は2階建、南側は平屋建になっており、2
階内部は床の間や違棚のある書院風の造
りになっています。
復元：平成12年

“美福”とは「勢いが備わる」や「うる
わしい神聖な垣内」の意味があります。
美福門は、内郭に建てられた門で継世門
（けいせいもん）が建てられる前までは
、美福門が首里城の正門であったとする
説もあります。

世添殿は御内原（おうちばら）を所管し
ていた所で、王夫人（側室）の住居でも
ありました。建物を復元できるほどの資
料が確認されていない為、建物の輪郭の
みを平面的に表示しています。
復元：平成29年

主に宝物を保管管理していた建物があり
ましたが、建物を復元できるほどの資料
が確認されていないため、蔵の壁面を立
ち上げ、立体的に示しています。
復元：平成29年

東のアザナの下方に設けられた門で、別
名「しろがね御門（うじょう）」と称さ
れています。白銀門と東のアザナの間に
は寝廟殿があり、白銀門は寝廟殿へ詣で
る国王と女官専用の門であると考えられ
ています。
復元：平成11年



29
来園者内訳

※外国人割合は外国人来園者数調査

（年３回×４日）の結果を採用し、日本人

内訳は利用者アンケート調査（年４回×

３日）の結果を採用して、全体の構成比

を算出しています。

平成26 都市公園の供用開始告示（沖縄総合事務局告示第24 ）区地会覧博洋海（ ）号
都市公園の供用開始告示（沖縄総合事務局告示第25 ）区地城里首（ ）号

）区地城里首（ ）号２第示告局務事合総縄沖（示告始開用供の園公市都

03.18

01.10

13名

技官6人

9人

13名

技官6人

9人

同　行　者

平成28 ）区地城里首（ ）号21第示告局務事合総縄沖（示告始開用供の園公市都03.14

平成29 ）区地城里首（ ）号11第示告局務事合総縄沖（示告始開用供の園公市都03.31

平成28 04.01 建設監督官　廃止（2→1）　

日本人
県外在住
61.7％

不明  0.4％

日本人
県内在住
7.5％

外国人
30.4％

10歳代
20.2％

20歳代
14.5％

30歳代
18.4％

40歳代
23.1％

50歳代
11.7％

60歳以上
12.1％

10歳代
20.2％家族
42.6％

夫婦・
カップル
22.5％

友人・
知人

11.5％

修学旅行
10.3％

その他団体
5.9％

ひとり  7.2％

1時間以内
22.0％

1時間
59.7％

2時間
13.6％

3時間以上
4.7%

はじめて
58.9％

2回目
23.7％

3回目
7.9%

4回目  2.7％

5回以上  6.8％

是非来たい
39.1％

機会があれば
来たい
59.2％

来たいと
思わない
1.7％

徒歩  3.1％
バイク  0.3％

自家用車  8.3％

タクシー
5.3％

路線バス
1.5％

その他  0.4％
モノレール  12.5％

貸切バス
16.3％

レンタカー
52.3％

約286万人

約500万人

約958万人

700
750
800
850
900
950
1000

1,114,181
2,148,249
1,841,073
1,852,366
1,771,089
1,887,202
1,973,565
2,095,646
2,117,218
2,035,291
2,361,566
2,513,038
2,455,362
2,569,726
2,674,641
2,629,741
2,470,340
2,130,139
2,008,352
2,102,927
2,190,018
2,349,297
2,522,395
2,672,823
2,727,677

平成4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

　　　 27
28
29

1,032,895
1,978,129
1,690,165
1,709,220
1,647,553
1,773,499
1,822,447
1,922,915
1,965,024
1,887,108
2,189,197
2,331,615
2,244,301
2,345,458
2,436,003
2,374,049
2,198,019
1,850,312
1,754,760
1,829,548
1,908,921
2,058,872
2,226,910
2,353,142
2,387,542

81,286
170,120
150,908
143,146
123,536
113,703
151,118
172,731
152,194
148,183
172,369
181,423
211,061
224,268
238,638
255,692
272,321
279,827
253,592
273,379
281,097
290,425
295,485
319,681
340,135

19,930
22,434
21,676
27,955
13,988
11,408
11,236
10,557
12,936
12,811
13,209
14,528
12,637
16,651
14,502
13,494
12,913
10,669
10,944
10,636
13,983
14,347
14,385
14,647
15,166

　

7,478
5,902
5,044
5,061
4,893
5,213
5,407
5,757
5,914
5,591
6,506
6,885
6,764
7,040
7,328
7,205
6,768
5,836
5,502
5,761
6,033
6,436
6,968
7,323
7,473

　

959,325
1,720,194
1,469,324
1,510,741
1,456,269
1,582,424
1,619,512
1,721,869
1,680,402
1,505,807
1,693,771
1,755,507
1,674,707
1,794,188
1,820,870
1,913,287
1,936,387
1,790,981
1,674,924
1,680,539
1,753,386
1,732,876
1,813,274
1,875,838
1,886,939

2,857,390 2,494,480 362,910 16,060 7,850 1,814,041
58,071,312計 52,412,084 5,659,228 － － 43,837,382



29
来園者内訳

※外国人割合は外国人来園者数調査

（年３回×４日）の結果を採用し、日本人

内訳は利用者アンケート調査（年４回×

３日）の結果を採用して、全体の構成比

を算出しています。

平成26 都市公園の供用開始告示（沖縄総合事務局告示第24 ）区地会覧博洋海（ ）号
都市公園の供用開始告示（沖縄総合事務局告示第25 ）区地城里首（ ）号

）区地城里首（ ）号２第示告局務事合総縄沖（示告始開用供の園公市都

03.18

01.10

13名

技官6人

9人

13名

技官6人

9人

同　行　者

平成28 ）区地城里首（ ）号21第示告局務事合総縄沖（示告始開用供の園公市都03.14

平成29 ）区地城里首（ ）号11第示告局務事合総縄沖（示告始開用供の園公市都03.31

平成28 04.01 建設監督官　廃止（2→1）　

日本人
県外在住
61.7％

不明  0.4％

日本人
県内在住
7.5％

外国人
30.4％

10歳代
20.2％

20歳代
14.5％

30歳代
18.4％

40歳代
23.1％

50歳代
11.7％

60歳以上
12.1％

10歳代
20.2％家族
42.6％

夫婦・
カップル
22.5％

友人・
知人

11.5％

修学旅行
10.3％

その他団体
5.9％

ひとり  7.2％

1時間以内
22.0％

1時間
59.7％

2時間
13.6％

3時間以上
4.7%

はじめて
58.9％

2回目
23.7％

3回目
7.9%

4回目  2.7％

5回以上  6.8％

是非来たい
39.1％

機会があれば
来たい
59.2％

来たいと
思わない
1.7％

徒歩  3.1％
バイク  0.3％

自家用車  8.3％

タクシー
5.3％

路線バス
1.5％

その他  0.4％
モノレール  12.5％

貸切バス
16.3％

レンタカー
52.3％

約286万人

約500万人

約958万人

700
750
800
850
900
950
1000

1,114,181
2,148,249
1,841,073
1,852,366
1,771,089
1,887,202
1,973,565
2,095,646
2,117,218
2,035,291
2,361,566
2,513,038
2,455,362
2,569,726
2,674,641
2,629,741
2,470,340
2,130,139
2,008,352
2,102,927
2,190,018
2,349,297
2,522,395
2,672,823
2,727,677

平成4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

　　　 27
28
29

1,032,895
1,978,129
1,690,165
1,709,220
1,647,553
1,773,499
1,822,447
1,922,915
1,965,024
1,887,108
2,189,197
2,331,615
2,244,301
2,345,458
2,436,003
2,374,049
2,198,019
1,850,312
1,754,760
1,829,548
1,908,921
2,058,872
2,226,910
2,353,142
2,387,542

81,286
170,120
150,908
143,146
123,536
113,703
151,118
172,731
152,194
148,183
172,369
181,423
211,061
224,268
238,638
255,692
272,321
279,827
253,592
273,379
281,097
290,425
295,485
319,681
340,135

19,930
22,434
21,676
27,955
13,988
11,408
11,236
10,557
12,936
12,811
13,209
14,528
12,637
16,651
14,502
13,494
12,913
10,669
10,944
10,636
13,983
14,347
14,385
14,647
15,166

　

7,478
5,902
5,044
5,061
4,893
5,213
5,407
5,757
5,914
5,591
6,506
6,885
6,764
7,040
7,328
7,205
6,768
5,836
5,502
5,761
6,033
6,436
6,968
7,323
7,473

　

959,325
1,720,194
1,469,324
1,510,741
1,456,269
1,582,424
1,619,512
1,721,869
1,680,402
1,505,807
1,693,771
1,755,507
1,674,707
1,794,188
1,820,870
1,913,287
1,936,387
1,790,981
1,674,924
1,680,539
1,753,386
1,732,876
1,813,274
1,875,838
1,886,939

2,857,390 2,494,480 362,910 16,060 7,850 1,814,041
58,071,312計 52,412,084 5,659,228 － － 43,837,382
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平成30年度事業概要


